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まちづくり活動助成 助成金の適正管理 
 

１．助成対象事業にかかる経費について 

助成額は、活動の終了後、活動実績報告等提出書類を審査したうえで確定します。 

以下のような場合、助成の対象とならないことがあります。 

①助成対象とならない経費が含まれている場合 

②提案活動ではない活動へ経費を使用した場合 

③申請書類「提案活動の収支予算書」の項目欄に記載がない経費が含まれていた場合 

④相談・必要な手続きを経ずに、事業内容や予算を変更した場合 

⑤その他、領収書等の証拠書類等に不備がみられる場合 

 

２．領収書等の管理 

・領収書等とは、支払先からの領収書、レシート、銀行の振込明細書等が該当します。 

・活動の報告が終わるまで、必ず領収書等は原本を保管してください。 

・応募の手引きの費目ごとに領収書等をまとめるなど、収支を管理してください。 

※参考様式「助成対象経費明細書」を活用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年６月 作成 

名古屋都市センター 

例 
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 領 収 証  
  

○○まちづくりの会 様 

 

   ￥ ５，０００ －    

 

但し、まちづくりワークショップ講師謝金として 

 

○○○○年××月◆◆日 上記正に受領いたしました 
 

名古屋市中区金山町 1-1-1   

都市 太朗 ㊞ 

３．「活動実績報告書」と領収書等の提出 

  領収書等の原本は、活動終了後「活動実績報告書（第５号様式）」等と併せて、提出していた

だきます。精査後、センターで押印し、写しを取った後、返却します。 

 

４．領収書等の要件 

領収書等は、以下の要件を満たした内容で支払先から受領してください。 

要件を満たしていない領収書や支払内容等が不明瞭な場合は、その経費は助成の対象とならな

いことがありますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宛 名 
領収書の宛名には、申請書の「団体名」を記入してもらってください。 

「上様」のみ記入されていた場合など、対象とならない場合があります。 

領 収 日 

支払った日を正確に記入してもらってください。 

領収書の有効日は、まちづくり活動助成交付決定通知の日付以降、実績報告書

提出期限日までの日付です。ご注意下さい。 

領 収 金 額 支払った金額を正確に記入してもらってください。 

但 し 書 き 

使用した用途と単価や数量の内訳等が分かるように但し書きを記入してもら

ってください。ただし、レシートや請求書で単価や数量が確認出来る場合は、

領収書への内訳の記入は不要です。 

「品代」のみ記入されていた場合、対象とならない場合があります 

書類提出後に、詳細の確認が取れない場合は明細が確認できるものを再度ご提

出して頂く場合があります。 

領 収 者 名 
必ず領収者の住所・氏名を記入してもらってください。相手先が、会社等の

組織の場合は、連絡先の電話番号も合せて記入してもらってください。 

領 収 者 印 領収者名の横に印があるか確認してください。 

助成団体名を記入してく

ださい。個人名などは経費

に算入できません。 

但し書きは、用途（品目・数量等）

が分かるように記入してくださ

い。記入の無い場合は、内訳が分

かるレシートを提出してくださ

い。 

有効な日付について、下記

の領収日の項目をご確認

ください。 

都
市 
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５．全般 

領収書の受領や管理にあたっては、手引きの「助成の対象となる経費」をよくご参照ください。 

 


